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オ スートラリアにおける先住権原と構成信託の法理















































絶対的単純不動産権（estate in fee simple absolute in possession, いわゆるフリーホー
































とは別に，Vacant Crown Landに直接設定されていった土地賃借権（Crown lease）の存
在である。
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（2） イギリス土地制度は，1925 年に大改革がなされ，土地の登録制度基本にした 6つの制定法が立法化さ
れた（Law of Property Act, Administration of Estate Act, Land Charges Act,
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単純に計算すると国土のおよそ 69％に達する。”Aboriginal Tenure”,1993 edition 1,Commonwealth 




所有権は認められないとし，原告適格なしとして却下した（1971 年 4 月）。
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